
仁
淀
中
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部

は
、
10
月
に
行
わ
れ
た
県
中

学
生
新
人
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大

会
（
３
年
生
を
除
く
）
で
準

優
勝
、
四
国
大
会
へ
の
出
場

を
決
め
た
。

四
国
中
学
生
新
人
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
大
会
で
は
、
須
崎
南
、

昭
和
中
合
同
チ
ー
ム
と
と
も

に
同
時
優
勝
を
果
た
し
た
。
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10
月
26
日
第
６
回
学
校
再

編
検
討
委
員
会
で
、
地
域
説

明
会
を
開
く
こ
と
を
確
認
し
、

地
区
説
明
会
を
各
小
学
校
区

を
対
象
と
し
、
５
ヵ
所
で
教

育
委
員
会
主
催
で
行
っ
た
。

地
域
別
の
参
加
者
は
、
名

野
川
15
人
、
大
崎
19
人
、
池

川
19
人
、
長
者
４
人
、
別
府

14
人
。

特
に
名
野
川
、
大
崎
地
域

で
は
、
２
校
で
な
く
１
校
と

の
意
見
も
あ
っ
た
。

さ
ら
に
議
論
を
深
め
て
い

く
た
め
、
必
要
に
応
じ
地
区

説
明
会
を
開
催
し
た
い
。

名
野
川
小
学
校
で
は
、
来

年
度
入
学
児
童
の
見
込
み
は

な
く
、
２
年
生
と
４
年
生
の

飛
び
複
式
、
５
年
生
と
６
年

生
の
複
式
の
２
学
級
と
な
り
、

教
職
員
は
３
人
と
な
る
。

保
護
者
も
危
機
感
を
も
っ

て
、
来
年
度
以
降
の
学
級
の

あ
り
方
に
つ
い
て
協
議
を
進

め
て
い
る
。

大
崎
小
学
校
で
は
、
来
年

度
５
年
生
ま
た
は
６
年
生
の

児
童
が
１
人
減
少
す
る
と
完

教育長行政報告 教育長 大野　敏光

全
複
式
の
３
学
級
と
な
る
。

こ
れ
か
ら
の
小
学
校
の
児

童
数
減
少
に
か
か
る
課
題
を
、

早
急
に
検
討
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
。

利
用
者
の
減
少
な
ど
で
、

厳
し
い
経
営
状
態
が
続
い
て

い
る
。

９
月
に
臨
時
理
事
会
を
開

き
業
務
の
存
続
は
、
25
年
３

月
31
日
ま
で
と
決
定
さ
れ
た
。

平
成
４
年
度
に
業
務
を
開

始
、
現
代
社
会
の
青
少
年
の

課
題
を
解
決
す
る
う
え
で
、

多
く
の
実
績
と
人
づ
く
り
の

観
点
か
ら
大
き
な
効
果
を
上

げ
て
き
た
。

学
校
再
編

児
童
数
減
少

池
川
自
然
学
園

仁
淀
中
四
国
大
会
優
勝

宇
宙
桜

学校再編　地区説明会開く

20
年
に
ス
ペ
ー
ス
シ
ャ
ト

ル
で
打
ち
上
げ
ら
れ
、
８
ヵ

月
を
越
え
る
宇
宙
滞
在
後
、

21
年
秋
に
返
還
さ
れ
た
ひ
ょ

う
た
ん
桜
の
種
が
４
粒
発
芽
。

接
ぎ
木
に
よ
り
、
50
本
の

苗
が
取
れ
た
。

２
月
25
日
に
ひ
ょ
う
た
ん

桜
公
園
の
近
く
に
記
念
植
樹

を
行
う
。

仁中ソフト部

宇宙桜の苗木



１７年 （３１６人）

２３年 （２５１人）

２４年 （２４６人）（予定）

平成２２年度人口（１８，０４６人）

五十崎

５，４３４人

小　田内　子 五十崎

１０，８４６人 ３，３４０人

平成１７年度人口（１９，６２０人）

５，７２０人

小　田内　子
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委員長 岡田　良成

１０年構想特別委員会報告

特別委員会決定事項

内子町　内子分庁

平成１２年度人口（20,782人）

１１，２３１人 ３，８３１人

計画的削減

合
　
併

町
民
の
サ
ー
ビ
ス
を
低

下
さ
せ
な
い
窓
口
（
住
民

票
、
印
鑑
証
明
）
を
置
き
、

課
を
分
散
（
池
川
、
仁
淀
）、

権
限
と
責
任
を
も
た
す
こ

と
で
、
町
内
外
の
人
の
交

流
も
あ
り
、
地
域
が
寂
れ

な
い
た
め
に
も
、
特
別
委

員
会
は
、
分
庁
方
式
、
本

庁
舎
は
大
崎
と
決
議
す
る
。

委
員
長
　
岡
田
　
良
成

副
委
員
長
　
農
本
　
規
仁

委
　
　
員
　
西
森
　
常
晴

〃

西
森
　
久
雄

〃

野
村
　
安
夫

〃

橋
本
　
眞
一

愛
媛
県
内
子
町
研
修

平
成
23
年
10
月
18
日

議
長
、
総
務
課
長
、
総
務

課
課
長
補
佐
、
議
会
事
務
局

次
長
の
出
席
を
い
た
だ
き
、

説
明
を
受
け
研
修
す
る
。

新
内
子
町
は
平
成
17
年
、

旧
内
子
町
、
旧
五
十
崎
町
、

旧
小
田
町
の
３
町
が
合
併

し
、
分
庁
方
式
で
行
政
を
行

っ
て
い
る
。

新
内
子
町
は
将
来
を
見
据

え
た
う
え
で
、
既
存
の
庁
舎

を
使
い
耐
震
対
策
を
す
る
こ

と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
庁

舎
を
使
っ
て
お
り
、
旧
内
子

町
、
旧
五
十
崎
町
は
分
庁
方

式
、
旧
小
田
町
は
支
所
方
式

の
行
政
を
行
っ
て
い
る
。

新
内
子
町
の
組
織
図

旧
五
十
崎
町

町
長
、
副
町
長

総
務
課
、
住
民
課

税
務
課
、（
収
入
役
）

環
境
対
策
課

産
業
建
設
課

旧
内
子
町

議
会
、
事
務
局

教
育
長

農
業
委
員
会

社
会
福
祉
協
議
会

旧
小
田
町

総
務
係

住
民
福
祉
係

産
業
建
設
係

平成１７年合併時職員数
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編

後
集

記

日

記

帳

23
年
9
月
13
〜
14
日第
6
回
定
例
議
会

17
日

森
地
区
敬
老
会

高
瀬
地
区
敬
老
会

大
崎
地
区
敬
老
会

18
日

森
山
地
区
敬
老
会

24
日

別
府
小
学
校
運
動

会

10
月
3
〜
5
日議

員
県
外
視
察
研

修（
長
野
県
下
條

村
・
石
川
県
羽
咋

市
）

12
日

四
国
四
県
町
村

長
、議
長
大
会（
香

川
県
）

13
日

全
員
協
議
会

14
日

議
会
だ
よ
り
特
別

委
員
会

16
日

高
知
県
消
防
操
法

大
会
慰
労
会

18
日

ま
ち
づ
く
り
10
年

構
想
特
別
委
員
会

県
外
研
修（
内
子

町
）

19
日

議
会
だ
よ
り
特
別

委
員
会

20
日

森
地
区
戦
没
者
追

悼
式

27
日

第
７
回
健
康
福
祉

大
会

ま
ち
づ
く
り
10
年

構
想
特
別
委
員
会

28
日

ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

（
高
知
市
）

29
日

県
選
出
国
会
議
員

と
町
村
議
会
議
長

と
の
意
見
交
換
会

（
高
知
市
）

30
日

長
者
地
区
戦
没
者

追
悼
式

11
月
1
日

県
戦
没
者
追
悼
式

（
高
知
市
）

2
日

広
報
研
修（
高
知

市
）

10
日

四
国
地
区
町
村
議

会
議
長
会（
鳴
門

市
）

13
日

紅
葉
祭
り

15
・
16
日

第
55
回
全
国
町
村

議
会
議
長
会
全
国

大
会（
東
京
都
）

17
日

郡
議
長
会
秋
季
視

察
研
修（
千
葉
県

東
庄
町
、千
代
田

区
）

28
日

全
員
協
議
会

高
吾
北
広
域
町
村

事
務
組
合
議
会

30
日

議
会
運
営
委
員
会

12
月
2
日
　
郡
議
長
会
総
会

う
姿
勢
を
い
つ
も
見
せ
て
く
れ
た
、
先
輩
達
と

の
思
い
出
は
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
後
輩
が
で
き

て
、
自
分
達
が
先
輩
に
な
っ
て
か
ら
、
こ
ん
な

自
分
に
も
つ
い
て
き
て
く
れ
る
後
輩
に
申
し
訳

な
く
思
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
三
年
間
、
勉
強
や
行

事
、
検
定
な
ど
に
真
剣
に
取

り
組
み
、
大
切
な
こ
と
を
学

び
ま
し
た
。
嬉
し
い
こ
と
や
、

辛
い
こ
と
も
あ
っ
た
け
れ
ど
、
こ
の
学
校
で
学

ん
だ
こ
と
を
こ
れ
か
ら
の
生
活
で
生
か
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
少
し
早
い
け
れ
ど
、
今

ま
で
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

池
川
中
三
年
　
山
中
　
澪

中
学
校
三
年
間
を
振
り
返
っ
て
み
れ
ば
、

本
当
に
短
く
濃
い
時
間
で
し
た
。
分
か
ら
な
い

こ
と
や
、
で
き
な
い
こ
と
は
先
輩
達
が
優
し
く

教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
一
緒
に
頑
張
ろ
う
と
い

ラ�コ�ム�

三
年
間

あ
り
が
と
う

利
害
を
優
先
に
考
え
る
人

間
こ
そ
、
社
会
か
ら
追
放
さ

れ
る
。

（
岡
田
）

箱
根
大
学
駅
伝
の
５
区
は

登
り
で
す
。
家
の
前
の
坂
道

を
走
っ
た
ら
、
100
ｍ
で
息
が

切
れ
ま
し
た
。

（
西
森
常
）

元
旦
に
初
日
の
出
を
拝
み

に
、
今
年
こ
そ
は
と
思
い
出

か
け
た
が
、
見
え
な
か
っ
た
。

ザ
ン
ネ
ン
。

（
安
井
）

こ
の
冬
は
、
鳥
の
声
が
し

な
い
、
ピ
ラ
カ
ン
サ
ス
や
南

天
の
実
も
沢
山
あ
る
の
に
、

ど
う
し
た
の
か
。

（
藤
野
）

穏
や
か
な
お
正
月
。
私
の

今
年
の
運
勢
は
、
曇
り
の
ち

晴
れ
。
後
半
に
良
い
事
あ
り

と
期
待
。

（
福
原
）

境
内
の
榊
の
実
、
道
端
の

柿
の
実
も
真
赤
に
熟
し
枝
に

残
っ
て
い
る
。
こ
の
冬
は
鳥

の
姿
が
見
え
な
い
。
（
片
岡
）

ま
た
来
た
、
ト
ン
チ
キ
チ

の
秋
葉
ま
つ
り
。
来
年
か
ら

名
野
川
小
の
子
供
達
の
踊
り

が
見
ら
れ
る
か
。

（
農
本
）

神楽の練習（池川中）


